
 

◇歌唱 「我等の生業」「覇気あれ我クラブ」  ◇会長挨拶   ◇幹事報告  

◇委員会報告 親睦 他       

◇卓話 『俳句同好会について』池上 實君 大箭剛久君 木村信一君 中山冨貴子君 半田朋子君  
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2019-2020 年度 

painted by Kenzo Tanaka 

第 60代会長 澤邑 重夫 

第 60代幹事 杉本 剛昭 

2019 年 11 月 14 日（木） 第２８７４回例会 天候：晴れ 司会：杉田祐一副幹事 No. 19 

＝本日の例会行事＝ 

◎幹事報告 

◇ガバナー事務所より 

＊ＲＩ第２７８０地区 ポリオ根絶チャリティーコンサート企画「音

楽の花束」について  ◉開催日時…２０２０年 ４/５（日）   

◉茅ヶ崎市民文化会館 大ホール 

＊地区会員増強・会員維持委員会 卓話実施クラブへアンケ

ート回答のお願い ＊国際ロータリー第２７８０地区ローターア

クト 第３１回地区大会開催のご案内 

◉大会ターゲット…「つなぐ」  ◉１２/１（日） １３:００～１７:３０  

◉アイクロス湘南 ６階Ｅ会議室 

＊２０２０－２０２１年度青少年交換学生 選考試験結果のご連

絡  松島 蓮さん…補欠候補者 

◇ロータリー米山記念奨学会より  

＊米山功労クラブ感謝状  ◉表彰年月…２０１９年１０月 ◉表

彰回数…第４４回 米山功労クラブ 

＊「ハイライトよねやま」Ｖｏｌ.２３６ 

◇タウンニュース  

澤邑重夫君 俳句同好会の皆さま、本日は卓話よろしくお願

いいたします。クリスマス例会が近づいてまいりました。た

くさんのご出席をお待ちしております。また、チャリティオ

ークションへの出品につきまして何卒よろしくお願いいた

します。 

杉本剛昭君 俳句同好会メンバーの皆さま、本日の卓話よろ

しくお願い申し上げます。今年もあと 47 日、体調が今一つ

な価値が散見されますが、頑張ってまいりましょう。 

伊藤留治君 本日の卓話は俳句同好会の皆さんですね。ワ

ビ・サビの世界のお話を楽しみにしております。 

山口利通君 本日の卓話、御苦労様です。楽しみにしており

ます。 

加藤 寛君 四川省成都に行ってきました。パンダが木にた

くさんなっていました。 

河本啓伸君 吉田さん、加瀬さん、カレンダーありがとうご

ざいます。天才ミュージシャンのライブ、いよいよ今度の日

曜に迫りました。ご来場の方はお楽しみに。 

大森久巳男君 俳句同好会の皆さま、宜しくお願い致しま

す。卓話楽しみです。 

和田幸男君 俳句同好会の皆さん、卓話よろしくお願いしま

す。IM 実行委員会の皆さん、お世話になります。 

横山 貢君 先日の故・横山一好の葬儀・告別式に際し、ク

ラブ・皆様より御多用中にも拘らず、お手伝い・御会葬下さ

いましてありがとうございました。式も無事終えることがで

き、あらためて感謝致します。 

吉田恵子君 昨日ローカルファーストシンポジウムに行っ

てまいりました。とても勉強になりました。俳句同好会の皆

様、卓話楽しみです。 

スマイル報告 半田朋子会員 

卓話「俳句同好

会」の面々。左上

から池上・大箭・

木村信一・中山・

半田の各会員 
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日時 回 現会員 計算会員 出席 ＭＵ済 欠席 暫定出席率 修正出席率 

１１／１４ ２８７４ ４４ ４１ ３０ ３ ８ ８０．４９％  

１０／３１ ２８７２ ４４ ３６＋３ ３０ １＋４ ４ ７９．４９％ ８９．７４％ 

 

出席報告 徳舛幸丈会員 

大箭剛久君 今日の日経新聞に小林一茶の句が出ていまし

た。「世の中は地獄の上の花見かな」 本日は俳句の卓話で

私の下らない句も披露させていただくので、皆様覚悟して下

さい。 

加瀬義明君 会場監督のお許しを頂いて毎年恒例のホワイ

トボードつきカレンダーをテーブルのお配りさせて頂きま

した。足りない方がいらっしゃったらお声掛け下さい。池上

先生、卓話宜しくお願い致します。 

富田桂司君 今日は何の日？小澤くんにならい、勝手に命名

させて頂きました。「イイイシの日」でお願いします！忘れ

ないよう語呂合わせも考えましたので、一年に一度皆様でご

唱和下さい。「イイイシつくろう茅ヶ崎石材」 本日の例会

舞う計量は 96kg。いい感じです！ありがとうございました。 

北村公子君 俳句同好会メンバーの皆様、卓話楽しみにして

います。商工会議所ニュースにも毎月掲載されていて、楽し

みに読ませてもらっています。これからも素敵な俳句作って

下さい。 

木村信一君 皆様に幸有れ。水嶋さんは柄にもなくカゼなの

で、水嶋に幸有れ。 

岩澤淑江君 俳句同好会メンバーの皆様の卓話楽しみです。

先日真っ赤なもみじとゴールドのカラ松の並木、見てまいり

ましたが、一句も出来ず。不甲斐ない限り！ 

小澤雅彦君 俳句同好会の皆様、今日は卓話とても楽しみに

しております！ 

木村邦佑君 俳句には季語がつきものですが、立冬を過ぎて

もこの暖かさです。俳句会の皆様も頭を悩ますことでしょ

う。大箭さん卓話をよろしくお願いします。 

野中範郎君 人間ドックの結果コレステロールがＣでした。 

古知屋光洋君 俳句同好会のみなさま、卓話楽しみにしてい

ます。中国成都にパンダを見に行ってきました。パンダかわ

いい！ 

半田朋子君 皆様こんにちは。今日は下手な私の俳句、皆様

のお耳をよごしまして申し訳ございません。宜しくお願い致

します。 

［本日 20 件、28,000 円です］ 

卓話「俳句同好会について」 

池上 實会員 

平成元年にまとめた自分の俳句冊子を見ると、おそらく昭

和 35～36 年頃から俳句同好会は存在したのだと思われま

す。当時は幼稚園の園長さんだった三橋角太郎は神奈川県で

も有名な俳人で、小島芳太郎さんも当時の茅ヶ崎市の文化に

影響を持っていた人、或いは TOTO工場長の西原堅さんとい

った俳句好きの面々がメンバーでした。昭和 61 年ロータリ

ーの友 8月号の俳壇に「雲雀落つ 声を虚空に おきしまま」

という私の句が載りました。当時日本で最も有名な俳人で、

飯田蛇笏さんの息子である飯田龍太先生がロータリー俳壇

の選者でした。その後またすぐに「木曽谷を 覆ひてあまる 

竹の秋」も掲載されました。ちょっとした自慢です（笑） 

大箭剛久会員 

 プレバトというテレビ番組で芸能人の詠む俳句の指南役

夏井いつき先生の本に「俳句のネタというのはどこにでもあ

るもので、身の周りに溢れている。七音と五音を組合せて、

そこに季語を含んだ語音を加えればできる」とあり、私も身

の周りのことを俳句にしてみようと心掛けました。「風呂桶

の 水垢取りて 生ビール」「水ぬるむ 水道管の ぬめり

取り」．．．これは俳句としてはどうなのかと思い、ちょっと発

想を変えて推敲してみました。「冬ざれや 鍋底の焦げ 削

ぎ落す」。私なりには俳句っぽくなったかなぁと（笑）。最近

の句では「緑濃き 枝豆の鞘 豆四粒」「炭焼きの ほたての

殻の 熱さかな」。いずれも飲み屋で作ったものです。先日、

地区大会の前日にクラブリーダーセミナーという集まりが

あって、参加してきました。大阪東ロータリークラブの若林

パストガバナーが「クラブを活性化するにはたくさん同好会

を作って、皆の繋がりを深めていくのがよい」と話されてい

ましたので、ご紹介しておきます。 

木村信一会員 

 俳句同好会お笑い担当の木村です。実は小学校で俳句を詠

む授業があり、生まれて初めて作った句が「雨の日に サッ

カーやれば どろどろだ」。その後、ロータリーの俳句同好会

に入ってどれくらい成長したかと言えば「ロータリー 学び

奉仕し 栗ごはん」。どうしても季語を入れないといけませ

んので（笑）。 

中山冨貴子会員 

 「わたの原 漕ぎ出でて見れば 久かたの 雲ゐにまがふ 

沖つ白波」「花の色はうつりにけりないたづらに わが身世に

ふるながめせしまに」。私が俳句に関わるきっかけは百人一

首の藤原忠通や小野小町の和歌でした。昔、私の家ではお正

月に家族総出で百人一首大会があって、そこで読み手になり

たいと思って一生懸命覚えた記憶があります。私もロータリ

ーの友に載せて頂いた句がありますので、紹介させて頂きま

す。「沈丁花 空を見上ぐる 犬の顔」。鎌倉在住の長谷川櫂

さんという先生に選んでもらいました。もう一つ、高浜虚子

のお孫さんである稲畑汀子先生に選んで頂いたのが「白ばえ

や 間近に見ゆる 烏帽子岩」という句です。光、風、香り

といったものを自分の中の楽しみとして表現できればと思

っています。自分の思いを句に込めるのが俳句だと思います

ので、皆様も是非。 

半田朋子会員 

私は皆さんのように勉強もしていませんし、努力もしてい

ませんので、こういうところでお話するのはとても具合が悪

いんですね。本当は今日お休みしようかと思いましたが、や

むを得ず、これまでに作った句で気に入っているものを読ま

せて頂きます。５月にバス旅行で足利の藤を見に行った時の

句で「黄金色 輝く空と 麦畑」。６月に詠んだもので「さく

らんぼ 右往左往に 手が伸びて」。私の 90 歳になる友だち

が「俳句は体が動かなくなってもできるから、続けなさい」

と言います。余程私が今にも俳句をやめそうだからだと思い

ますが、何とか続けたいと思っています。 

 


